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小村欣一

浪
江
　
健
雄

小
村　

欣
一

国
士
舘
を
支
え
た
人
々

二
〇
一
〇
年
）
の
末
尾
に
は
、
財
団
法
人
設
立
者
と
し
て
柴
田
德

次
郎
と
と
も
に
小
村
欣
一
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。当
時
小
村
は
、

外
務
省
政
務
局
第
一
課
長
を
務
め
、
第
一
次
大
戦
後
の
外
交
政
策

立
案
に
お
け
る
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。

　

小
村
欣
一
は
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
、
明
治
時
代
の
名

外
相
小
村
寿
太
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
日
本
中
学
、
第
一

高
等
学
校
（
旧
制
）
を
経
て
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
東
京

帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
す
る
。
そ
の
際
成
績
優
秀

に
つ
き
恩
賜
の
銀
時
計
を
明
治
天
皇
か
ら
賜
っ
て
い
る
。
同
年
に

は
外
交
官
及
領
事
官
試
験
を
ト
ッ
プ
で
通
過
し
、
直
ち
に
外
交
官

補
と
し
て
清
国
在
勤
を
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
イ
ギ
リ
ス

在
勤
と
な
り
、
父
寿
太
郎
同
様
外
交
官
と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と

に
な
る
。

　

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
在
勤
し
て
い
た
小

村
に
父
寿
太
郎
危
篤
の
報
が
伝
え
ら
れ
た
。
寿
太
郎
は
、
余
命
幾

小村　欣一
（杉謙二編『華族画報』

華族画報社より）

　

国
士
舘
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
〇
月
六
日
、
財
団

法
人
設
立
の
認
可
申
請
を
行
い
、
一
一
月
七
日
に
認
可
を
受
け
、

財
団
法
人
国
士
舘
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
際
作
成
さ
れ
た
二
〇

か
条
か
ら
な
る
「
財
團
法
人
国
士
館
寄
附
行
為
」（「
国
士
舘
史

関
係
資
料
の
翻
刻
並
び
に
補
註　

第
一
巻
」『
楓

』
創
刊
号
、



国士舘史研究年報 2010　楓

222

ば
く
も
な
い
状
態
で
あ
り
な
が
ら
、
家
族
が
い
く
ら
い
っ
て
も
床

に
伏
せ
ず
、
小
村
の
帰
り
を
待
ち
、
小
村
が
そ
の
も
と
に
駆
け
つ

け
る
と
、
安
心
し
た
よ
う
に
床
に
伏
せ
、
遺
言
を
た
く
し
て
亡
く

な
っ
た
と
い
う
（
小
村
捷
治
「
更
め
て
亡
兄
を
追
想
す
」『
骨
肉
』

鉱
脈
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

　

帰
国
し
た
小
村
は
父
の
跡
を
継
ぎ
、
侯
爵
と
な
り
、
貴
族
院
議

員
（
一
九
一
一
［
明
治
四
四
］
年
一
二
月
～
一
九
三
〇
［
昭
和

五
］
年
一
二
月
）
と
な
っ
た
。
外
務
省
で
は
、
一
九
一
二
（
明
治

四
五
）
年
三
月
に
外
務
書
記
官
・
政
務
局
第
一
課
・
取
調
局
兼
勤
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
八
月
に
政
務
局
第
一
課
長
、
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
一
二
月
に
外
務
省
参
事
官
・
政
務
局
、
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
一
〇
月
に
ア
ジ
ア
局
並
欧
米
局
兼
勤
、
一
九
二
三

（
大
正
一
二
）
年
五
月
に
大
使
館
参
事
官
（
イ
ギ
リ
ス
在
勤
）、
同

年
九
月
に
外
務
省
情
報
部
次
長
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月

に
情
報
部
長
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
月
に
大
使
館
参
事
官

（
イ
ギ
リ
ス
在
勤
）、
そ
し
て
、
同
年
六
月
に
は
新
設
さ
れ
た
拓
務

省
の
次
官
を
勤
め
た
。

　

外
務
省
に
お
い
て
王
道
を
歩
ん
だ
小
村
の
履
歴
の
中
で
も
特
筆

す
べ
き
は
、
外
務
省
政
務
局
第
一
課
長
と
し
て
、
第
一
次
大
戦
後
、

中
国
で
の
利
権
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
と

の
関
係
緩
和
を
目
的
と
し
た
対
米
協
調
策
を
立
案
し
た
こ
と
に
あ

る
。

　

大
戦
終
結
の
た
め
参
戦
を
決
断
し
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル

ソ
ン
は
、
秘
密
条
約
や
軍
事
同
盟
網
に
基
づ
く
植
民
地
獲
得
競
争

や
、
排
他
的
な
経
済
政
策
を
特
徴
と
す
る
旧
来
の
勢
力
圏
外
交
を

否
定
し
、
民
族
自
決
主
義
と
外
交
の
民
主
統
制
、
集
団
安
全
保
障
、

そ
し
て
開
放
的
な
経
済
原
則
に
基
づ
く
講
和
構
想
を
提
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
政
治
指
導
者
は
、
大
戦
の
勃
発
を
中
国
大

陸
で
の
権
益
拡
張
の
絶
好
の
機
会
と
し
て
捉
え
、
東
ア
ジ
ア
か
ら

の
欧
州
列
強
の
後
退
を
利
用
し
て
、
権
益
の
強
化
・
拡
張
に
邁
進

し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
戦
中
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
勢
力
圏
外
交
を
展
開
し

た
日
本
は
、
講
和
会
議
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
る
は
ず
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
よ
り
も
、
勢
力
圏
外
交
の
構
造
が
色
濃
く
残
る
で
あ
ろ
う
東
ア

ジ
ア
か
ら
戦
後
の
平
和
秩
序
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
強
く
恐
れ
て
い

た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
と
っ
て
最
も
警
戒
す
べ
き
存
在
と
な
っ
た
。
事

実
、
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
日
米
は
、
と
く
に
山
東
半
島
の
旧

ド
イ
ツ
権
益
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
す
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
べ
く
立
案
さ
れ
た
の
が
政
務
局
第

一
課
長
小
村
ら
に
よ
る
対
米
協
調
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
底
に

は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
へ
の
共
鳴
よ
り
も
、
ま
ず
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の
訴
え
る
中
国
の
現
状
改
革
が
、
日
本
の
経
済
的
活
動
の
拡
大
に

つ
な
が
り
得
る
と
い
う
冷
徹
な
分
析
が
あ
っ
た
（
中
谷
直
司
「
対

列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ
」『
同
志
社
法
学
』
五
八
巻
四
号
、
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二
〇
〇
六
年
）。

　

小
村
は
、「
外
交
と
国
民
生
活
」
と
題
す
る
演
説
（
大
久
保
周

八
編
『
現
代
名
演
説
集
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、一
九
二
八
年
）

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

論
し
た
白
面
人
著
『
働
き
盛
り
の
男
』（
や
ま
と
新
聞
出
版
部
、

一
九
二
五
年
）
に
は
、「
小
村
欣
一
侯
と
い
へ
ば
、
外
務
省
情
報

部
次
長
と
肩
書
を
つ
け
な
く
と
も
、
ハ
ハ
ア
と
肯
け
る
程
社
会
の

多
方
面
で
有
名
に
な
り
過
ぎ
て
ゐ
る
。
侯
爵
の
肩
書
に
似
合
は
ず

き
さ
く
な
、
頼
ま
れ
れ
ば
厭
と
言
つ
た
事
の
な
い
気
軽
な
人
と
し

て
有
名
だ
。
帝
劇
に
ゴ
タ
ゴ
タ
が
あ
る
と
い
つ
て
は
洋
服
を
脱
い

で
飛
び
出
す
、
梅
蘭
芳
が
来
た
と
云
へ
ば
歓
迎
委
員
に
挙
げ
ら
れ

る
、
民
衆
劇
の
宣
伝
に
も
飛
び
出
す
、
此
頃
で
は
長
唄
組
合
の
会

長
に
ま
で
引
張
り
出
さ
れ
さ
う
に
な
り
、
流
石
に
苦
笑
し
て
『
何

分
お
役
所
に
勤
め
て
居
て
は
、
ま
さ
か
ね
え
』
と
、
拒
絶
し
た
と

い
ふ
程
の
人
気
で
あ
る
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
演
劇
に

関
し
て
は
、
芝
居
好
き
の
祖
母
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
幼
少
の
頃

よ
り
強
い
興
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

と
く
に
、
い
ま
だ
俳
優
を
さ
げ
す
む
風
潮
が
残
っ
て
い
た
当
時

に
お
い
て
、
演
劇
刷
新
、
民
衆
芸
術
進
展
を
目
指
し
て
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
に
国
民
文
芸
会
を
創
設
し
、
自
ら
会
長
と
な
っ
て

演
劇
文
化
の
近
代
化
を
為
し
た
。
具
体
的
に
は
、
芝
居
茶
屋
風
で

半
日
に
も
及
ん
で
い
た
講
演
時
間
を
六
時
間
に
制
限
す
る
こ
と
、

花
柳
界
と
因
縁
が
あ
っ
た
連
中
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
、
幼
児
の

入
場
を
制
限
す
る
こ
と
な
ど
を
実
践
し
て
い
っ
た
。

　

小
村
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
本
務
の
か
た
わ
ら
、
多
く
の

　

吾
人
は
満
洲
に
於
け
る
支
那
の
領
土
主
権
を
尊
重
す
る
こ

と
に
於
て
敢
て
人
後
に
落
つ
る
も
の
で
は
な
い
。
支
那
単
独

の
力
を
以
て
し
て
は
満
洲
の
安
全
も
発
展
も
期
待
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
こ
と
を
虞
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
ど
う

し
て
も
日
支
の
協
力
に
よ
る
外
は
な
い
と
考
へ
ま
す
。
満
洲

の
経
済
的
発
展
の
為
に
日
本
と
支
那
と
が
協
力
す
る
。
こ
ゝ

で
諸
君
万
一
の
誤
解
を
防
ぐ
為
に
一
言
つ
け
加
へ
て
置
き
ま

す
が
、
こ
れ
は
満
洲
に
於
け
る
諸
外
国
の
利
益
を
排
除
す
る

と
云
ふ
意
味
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
満
洲
に
於
て
も
機

会
均
等
、
門
戸
開
放
は
我
国
年
来
の
主
張
で
あ
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
満
洲
に
つ
い
て
は
、
当
時
日
本
が
南
満
洲
鉄
道
お

よ
び
関
東
州
租
借
地
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
中
共
存
共
栄

の
地
と
す
る
こ
と
、
但
し
、
旧
来
の
排
他
的
経
済
政
策
を
否
定
し
、

国
際
協
調
路
線
に
梶
を
切
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
小
村
は
き
わ
め
て
間
口
の
広
い
人
物
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
。
当
時
の
政
界
・
財
界
で
活
躍
し
て
い
た
人
物
を
評
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事
業
に
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
。
国
士
舘
創
立
へ
の
尽
力

は
ま
さ
に
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
弟
の
小
村
捷
治
は
、
兄
欣
一
の

追
想
録
に
お
い
て
、「
兄
は
こ
の
当
時
、他
に
も
、国
士
館
の
創
設
、

東
都
医
院
の
設
立
等
に
尽
力
し
た
。
国
士
館
は
今
日
文
部
省
認
定

の
学
校
と
化
し
た
が
、
当
時
は
然
ら
ず
、
一
種
の
塾
教
育
を
主
眼

と
し
て
生
れ
た
も
の
で
、
兄
は
こ
れ
が
成
立
に
は
尠す

く

な
か
ら
ぬ
骨

を
折
っ
た
」（
前
掲
小
村
捷
治
著
書
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

事
実
、
国
士
舘
創
立
期
に
役
員
を
務
め
た
森
俊
蔵
の
日
記
（
熊

本
好
宏
「
森
俊
蔵
懐
中
日
記
に
見
る
国
士
舘
創
立
期
」『
楓

』

創
刊
号
、
二
〇
一
〇
年
）
に
は
、
小
村
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
ら

れ
る
。

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
月
一
五
日
に
は
「
国
士
館
ノ
案
内

状
来
ル
、（
中
略
）
夕
食
後
国
士
館
ニ
至
リ
小
村
欣
一
ノ
外
交
談

ヲ
聞
ク
」
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
小
村
は
、
多
忙
の
中
を
ぬ
っ
て
国
士
舘
に
お
い
て

自
ら
弁
を
ふ
る
う
な
ど
創
立
間
も
な
い
国
士
舘
の
運
営
に
尽
力
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

小
村
は
、
国
士
舘
創
立
当
初
か
ら
四
七
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
理

事
を
務
め
た
。
こ
の
間
、
国
士
舘
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年

の
高
等
部
開
設
を
皮
切
り
に
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
中

等
部
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
中
学
校
、
一
九
二
六
（
大

正
一
五
）
年
に
商
業
学
校
を
創
設
し
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

に
は
、
つ
い
に
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
専
門
学
校
を
創
設
す
る
ま

で
に
発
展
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
、
海
外
へ
も
視
野
を
広
げ
ん

と
し
て
高
等
拓
植
学
校
の
創
設
に
臨
ん
で
い
る
。

　

一
方
、講
師
と
し
て
教
壇
に
も
立
っ
て
い
る
。
通
常
授
業
の
他
、

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
学
外
者
を
対
象

と
し
た
国
士
舘
夏
期
講
習
会
に
お
い
て
も
「
現
時
に
於
け
る
支
那

問
題
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
名
実
と
も
に
そ
の
任
を

全
う
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
一
月
「
財
團
法
人
國
士
館

寄
附
行
為
」
第
四
条
に
は
、「
柴
田
德
次
郎
、
侯
爵
小
村
欣
一
ヨ

リ
寄
附
シ
タ
ル
國
士
館
現
在
ノ
不
動
産
ヲ
別
紙
目
録
ノ
通
本
財
團

法
人
ノ
資
産
ト
ス
」
と
あ
る
。
小
村
は
侯
爵
家
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
財
は
決
し
て
豊
か
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
国
士
舘
創

立
に
際
し
て
は
、
出
来
う
る
限
り
の
援
助
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
村
が
国
士
舘
創
立
に
関
わ
る
経
緯
は
、
は
っ
き
り
と
は
し
な

い
が
、
青
年
大
民
団
が
日
本
史
上
の
国
士
を
弔
慰
せ
ん
と
し
て
催

し
た
「
国
士
祭
」
の
第
二
回
目
（
一
九
一
八
［
大
正
七
］
年
一
二

月
六
日
、
於
青
山
霊
園
）
の
対
象
者
が
小
村
寿
太
郎
で
あ
っ
た
こ

と
も
縁
浅
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
柴
田
德
次
郎
が
知
遇
を
得
て
い
た
中
野
正
剛
が
、

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
結
成
し
た
勉
強
会
「
東
方
会
」
の
会

員
に
、
小
村
の
名
前
が
あ
る
。
そ
う
し
た
人
的
繋
が
り
で
国
士
舘
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創
立
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
う
し
て
常
に
八
面
六
臂
の
活
躍
を
遂
げ
て
い
た
小
村
で
は

あ
っ
た
が
、
拓
務
次
官
在
任
中
の
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
二

月
二
九
日
、
急
性
の
潰
瘍
を
患
い
黄
泉
の
客
と
な
っ
て
し
ま
う
。

享
年
四
七
、
早
す
ぎ
る
死
で
あ
っ
た
。

　

小
村
は
、
自
ら
の
生
活
に
つ
い
て
、『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
六

（
大
正
一
五
）
年
四
月
特
別
号
に
「
天
か
ら
見
た
小
村
欣
一
」
と

題
す
る
随
想
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
ら
の
生
活
を
第
三
者
的

立
場
か
ら
観
察
す
る
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
で
つ
づ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
一
文
に
は
「
彼
は
午
後
六
時
過
ぎ
殆
ん
ど
七
時
に
な
る

ま
で
、
来
客
の
す
き
を
見
て
何
十
通
の
来
信
往
信
を
よ
み
、
辨
当

を
食
ひ
な
が
ら
来
電
往
電
に
眼
を
通
し
、
人
事
関
係
の
す
り
も
の

を
見
、
省
内
の
各
種
の
書
類
に
眼
を
通
す
。
そ
し
て
、
部
下
の
事

務
員
を
呼
ん
で
一
つ
一
つ
処
分
し
て
仕
舞
ふ
。
其
間
む
や
み
に
電

話
が
か
ゝ
る
」
と
あ
り
、
実
に
多
忙
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
弟
捷
治
は
「
他ひ

と人
に
頼
ま
れ
れ
ば
、
ど
ん
な
多
忙
の
際

で
も
こ
れ
に
尽
力
を
惜
ま
な
い
の
が
、
兄
の
性
格
だ
っ
た
。
一
言

に
し
て
云
え
ば
、
実
に
世
話
好
き
だ
っ
た
。
最
後
ま
で
こ
の
世
話

好
き
が
祟
っ
て
、
多
忙
の
上
に
多
忙
を
極
め
、
二
十
四
時
間
の
一

日
を
、
百
時
間
で
も
足
り
ぬ
程
の
一
日
に
し
て
使
っ
た
為
、
遂
に

は
知
ら
ず
識
ら
ず
健
康
に
罅ひ

び

を
入
ら
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
」（
前

掲
小
村
捷
治
著
書
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

弟
捷
治
も
柴
田
德
次
郎
と
親
交
が
あ
り
、
一
九
二
一
（
大
正

一
〇
）
年
に
柴
田
德
次
郎
が
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
ほ
か
欧
米
視
察
へ

赴
い
た
際
に
同
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
士
舘
で
講
師
を
務
め
た

時
期
も
あ
っ
た
。

　

小
村
は
、「
日
本
の
対
支
外
交
方
針
」
と
題
す
る
論
文
（『
實
業

之
日
本
』
第
二
二
巻
第
一
三
号
、
一
九
一
九
年
）
に
お
い
て
「
日

華
共
助
共
存
」
に
根
ざ
し
た
諸
政
策
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で

教
育
政
策
に
お
い
て
は
、
中
国
留
学
生
の
待
遇
お
よ
び
施
設
の
改

善
と
中
国
内
地
へ
の
教
育
機
関
の
設
立
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
と
く
に
教
育
機
関
の
設
立
に
つ
い
て
は
「
小
中
學
及
大
學
程

度
の
學
校
を
増
設
し
、
教
育
の
普
及
に
資
す
る
と
云
ふ
事
は
是
非

我
民
間
有
力
者
の
精
神
的
努
力
に
よ
り
日
華
協
力
な
り
其
他
の
方

法
に
よ
り
實
行
を
見
る
様
に
致
し
度た

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

国
士
舘
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
満
洲
国
が
建
国
さ
れ

る
と
、
中
国
東
北
部
で
活
躍
す
る
有
為
な
人
材
の
輩
出
を
目
的
と

し
て
高
等
拓
植
学
校
に
満
蒙
科
を
設
け
、
翌
年
に
は
満
洲
鏡
泊
湖

畔
（
現
中
華
人
民
共
和
国
吉
林
省
寧
安
県
）
に
鏡
泊
学
園
を
設
立

し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
国
士
舘
は
早
い
時
期
か
ら
海
外
へ
の
視
座
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
流
れ
の
淵
源
に
は
小
村

欣
一
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。




